
薬学部の教育課程モデル

薬 学 部 入 学

医 療 薬 学 科

卒業単位

205単位以上

全学共通科目

42単位以上

専門基礎課目

14単位

専門科目

149単位以上

目 標 と す る 資 格

薬 剤 師

医療人としての高い倫理観、
責任感を有する薬剤師を育成
する

医療技術ならびに医薬品の創
製や使用に係る科学技術が目
覚しく進展している中、知識
や技術の修得はもとより、豊
かな人間性、高い倫理観､医
療人としての責任感が求めら
れている。このため､生命倫
理に基づく医療従事者として
の高い意識と倫理観、医療人
としての責任感を有する薬剤
師を育成する。

患者の視点にたった薬剤師を
育成する

全学年を通じた医療人教育の
実施、ヒューマニズム育成、
コミュニケーションスキル、
薬と社会、保健・医療・福祉
の制度など医療と社会につい
ての教育を重視し、それらの
実践的能力を育むことで患者
との充分な信頼関係を保ち、
患者の視点に立った薬剤師を
育成する。また、医療の担い
手としての薬剤師には、医薬
品のみならず、医薬部外品・
化粧品、健康食品、家庭用化
学物質などの医薬品関連物質
に対する種々の問題に対応で
きる能力が求められている。
したがって、これら高度な知
識を有し、相互連携を必要と
する業務形態に対応できる薬
剤師を育成する。

実務実習を通してチーム医療
を育む

地元薬剤師会や病院薬剤師会
との実習を通じて、医療現場
における薬物療法の具体例を
習得させ、薬物の臨床的な知
識を充分に備えた薬剤師とし
ての実践的能力を育む。医療
従事者と共同して治療に当た
る際、薬物の専門家として薬
物治療に積極的参画ができる
高度な臨床知識及び技術を有
する薬剤師を育成する。さら
には、医療実践のための教育
や実地教育の一層の充実を通
して、医療事故防止やその他
の医薬品関連物質に対するリ
スクマネージメント、在宅医
療や介護支援、医療相談など
の多様な社会的ニーズに対応
できる実践的能力を育成する｡

地域社会の医療に貢献できる
薬剤師を育成する

薬剤師は地域における在宅医
療の支援、公衆衛生の確保、
医療相談、地域での医薬品や
化学薬品等に関する情報の収
集、ならびに住民への啓蒙活
動の中心としての役割が求め
られている。そこで、この社
会的ニーズに対応して、地域
における薬物に関する情報の
提供や気軽に相談できるかか
りつけ薬局の薬剤師、在宅医
療の推進に伴う在宅支援ステー
ションとしての薬局を基盤と
した活躍が期待できる薬剤師
を育成する。

先端医療科学に対応できる薬
剤師を育成する

薬剤師には、医療行為におけ
る薬物に関するあらゆる角度
からの情報の発信、すなわち
責任ある専門技術者としての
薬物開発や薬物使用に関する
すべての情報が求められてい
る。したがって、日々高度化・
複雑化していく薬剤師の職能
を支える基礎知識のみならず、
社会が求める分野の知識を自
ら吸収する技能が必要である。
この点を重視して、遺伝子科
学、ＩＴリテラシー、画像診
断、再生医学などの先端医療
科学に自ら挑戦し、対応でき
る薬剤師を育成する。
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薬学部　全学共通科目［医療薬学科］

区 分 授 業 科 目
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１単位以上

生命倫理（生命の大切さ）
現代に生きる哲学
倫理と思想史
アジアの歴史
文化人類学
世界の文学
言葉と情報

法と国家
法と社会
経済学入門
経営学入門
経済社会の発展

基礎数理
実感する化学
環境と生物
サルからヒトへ
科学の原理

英語入門Ⅰ
英語入門Ⅱ
ドイツ語
中国語
スペイン語
韓国語

情報処理概論
情報処理基礎演習

健康科学Ⅰ
健康科学Ⅱ
身体の科学Ⅰ
身体の科学Ⅱ

スポーツ文化実習Ⅰ
スポーツ文化実習Ⅱ

○ 1 １アウトドアスポーツ実習Ⅰ
○ 1 １

1

1

アウトドアスポーツ実習Ⅱ

ストレス学
医療倫理
臨床心理学
対人コミュニケーション
医療現場でのコミュニケーション
科学英語の書き方
健康社会科学
総合教養講座

全　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　

通　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

人　

文　

科　

学
　

　
社
会
科
学

教　
　
　

養　
　
　

科　
　
　

目

　

自
然
科
学

外
国
語
科
目

総
合
教
養
科
目

ス
ポ
ー
ツ

・
健
康
科
学

情報処理

4
単
位
以
上

4
単
位
以
上

6
単
位
以
上

2
単
位
以
上

4
単
位
以
上
1
単
位
以
上

8
単
位
以
上

42 
 
 
 
 

単　
　
　
　
　

位　
　
　
　
　

以　
　
　
　
　

上

科
学
薬
療
医

薬学部　医療薬学科（卒業要件単位数205単位以上）

全 学 共 通 科 目 42 単 位 以 上

教養科目 （ 8単位以上）
外国語科目 （ 2単位以上）
情報処理 （ 1単位必修）
スポーツ・健康科学 （ 5単位以上）
総合教養科目 （ 8単位以上）

専　　門　　基　　礎 14 単 位

専 門 分 野 149　単 位 以 上

印は選択科目

薬 学 部　　医療薬学科の教育モデル

基礎物理学
基礎化学
基礎生物学
基礎数学

2
2
2
2

基礎実験（物理・化学・生物）
実用薬学英語Ⅰ
実用薬学英語Ⅱ
薬学概論

1
1
1
1

早期体験学習
薬学基礎演習

1
1

物理化学Ⅰ
物理化学Ⅱ
物理化学実習
分析化学Ⅰ
分析化学Ⅱ
分析化学実習
放射化学
機器分析
無機化学
有機化学Ⅰ
有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機化学実習
生薬学
生薬学実習
天然物化学
医薬品製造学
漢方処方学
機能形態学
生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
生化学実習
生理学
生理学実習
微生物学
分子生物学Ⅰ
分子生物学Ⅱ
分子生物学実習
免疫学
病原微生物
公衆衛生学Ⅰ
公衆衛生学Ⅱ

2
2
1
2
2
1
1
1
1
2
2
2
1
2
1
2
2
1
2
2
2
1
2
1
2
2
2
1
2
1
2
2

公衆衛生学実習 
食品栄養学 
一般用医薬品論 
疾患薬理学Ⅰ（心臓・呼吸器系疾患等）
疾患薬理学Ⅱ（腎・内分泌疾患等）
疾患薬理学Ⅲ（精神疾患・がん等）
薬理学実習 
病態生理学Ⅰ 
病態生理学Ⅱ 
薬物代謝学 
臨床生化学 
病態解析学実習 
診断学 
薬剤管理指導学 
薬物動態学 
薬物動態学実習 
臨床医学各論 
処方解析学 
薬剤疫学 
薬物副作用論 
生物統計学 
薬剤学Ⅰ（物理薬剤学）
薬剤学Ⅱ（局方関連）
薬剤学実習 
医療薬剤学 
調剤学 
臨床試験管理学 
医薬品情報学 
コミュニティーファーマシー論
社会保障制度 
医療経済学 
薬事関連法規 

1
2
1
2
2
2
1
2
2
2
2
1
1
1
2
1
2
1
1
2
1
1
2
1
2
2
1
2
2
2
2
2

2
1
2
2
10
10
2
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2

薬局経営論
安全管理
実務実習事前特別講義
模擬薬局実習
病院実務実習
薬局実務実習
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
外国人患者とのコミュニケーション
蛋白質構造機能学
ゲノム創薬学
医療遺伝学
薬剤設計学
物理・化学系統合演習（PBL）
生物・衛生・生薬系統合演習（PBL）
薬理系統合演習（PBL）
医療薬学系統合演習（PBL）
薬剤系統合演習（PBL）
処方解析統合演習（PBL）
症例検討統合演習（PBL）
再生医学
先端薬物療法論
新薬論
機能性食品学
薬学応用演習Ⅰ
薬学応用演習Ⅱ
薬学応用演習Ⅲ
薬学総合演習Ⅰ
薬学総合演習Ⅱ
薬学総合演習Ⅲ
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